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羽を飼養する肉用鶏農場で，2016 年 4 月 5 日に初生で
導入したロットの中に開脚姿勢や起立困難を伴って衰弱
する個体が数羽認められた。その後，同ロット内で同様
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頭を飼養する肉用牛農場で 2015 年 11 月 25 日に豪州か
ら輸入した 1 ロット約 300 頭の肥育素牛（和牛×アンガ










































病　歴：牛，黒毛和種，0 日齢（胎齢 292 日），雌。
繁殖母牛５頭規模の黒毛和種農場で，2016 年 3 月 6 日
に奇形胎子の死産が認められ，翌 3 月 7 日に病性鑑定を
実施した。3 産目となる母牛は，異常産 3 種混合ワクチ



































流行時期（9 月から 11 月）を考慮して，妊娠中期（胎
齢 4 から 6 ヵ月）に感染したと推察された。




病　歴：牛，雑種，8 ～ 12 ヵ月齢，去勢雄。2016 年
4 月に豪州から輸入された肥育用素牛 1,080 頭中の 1 頭
で，入検時より左前肢の重度腫脹と 40℃以上の発熱を






































病　歴：牛，黒毛和種，5 歳，雌。母牛 7 頭を飼育す
る黒毛和種繁殖農家で 2015 年 9 月 19 日，母牛 1 頭が食


























血液および生化学的検査：WBC 7,400/µl ，RBC 383











病　歴：牛，黒毛和種，10 ヵ月齢，去勢雄。繁殖牛 54 頭，



























生化学的検査：血清中 25（OH）ビタミン D 濃度が
550.4 ng/mL と高値を示した 〔参考値：24 ～ 46.9 ng/
mL（他農場の健康牛 10 ヵ月齢 n=5），ELISA 法〕。そ
の他一般生化学検査では Ca 12.5 mg/dL，Mg 1.6 mg/
dL，IP 9.1 mg/dL，BUN 49.1 mg/dL，CRE 7.38 mg/
dL，AST 568 IU/L，CK 11,530 U/L であった。
九州・山口・沖縄等各県および動物検疫所病理担当者，農研機構 動物衛生研究部門九州研究拠点










病　歴：豚，LWD，35 日齢，雄。飼養頭数約 800 頭
の一貫経営農場から離乳後 7 ～ 10 日齢の子豚が全身の
緊張，起立困難を主とする神経症状を呈して急死すると



































11.  豚のCandida krusei による胃無腺部の壊死性胃炎
提出者：河上　友（大分県）
病　歴：豚，雑種，4 ヵ月齢，性別不明。繁殖豚 110























らPasteurella multocida およびSalmonella   Choleraesuis
が，胃および小腸内容からClostridium perfringens  A
型が各々 6.0 × 106，8.5 × 107 CFU/g 分離された。胃

















細胞浸潤が認められる。H&E 染色。  B：脊髄腹角神経細
胞に中心性虎斑融解（矢印）と神経食現象（矢頭）がみ


























Bull. Natl. Inst. Anim. Health　 No.124. 15-23（March 2018）
22
図 7：牛にみられた Histophilus somni  による化膿性心筋


































動衛研研究報告　第 124 号，15-23（平成 30 年 3 月）
23












図 11：豚のCandida krusei による胃無腺部の壊死性胃炎
A：胃無腺部において広範囲に重度の粘膜表層の壊死がみ
られ，粘膜下組織には好中球の重度浸潤と線維芽細胞の
増生がみられる。H&E 染色。B：粘膜表層の壊死部には，
球状や卵円形の分芽分生子および菌糸が多数認められる。
H&E 染色。
